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◎付託議案 

  第49号議案 犬山市保育の実施に係る保育料及び利用料の徴収に関する条例の一部 

        改正について 

  第52号議案 平成19年度犬山市一般会計補正予算（第２号） 

         第１条の第１表 歳入歳出予算補正中 

          歳 入 民生文教委員会の所管に属する歳入 

          歳 出 ３款 民生費 
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              ４款 衛生費（１項保健衛生費） 

              ９款 教育費 

  第53号議案 平成19年度犬山市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

  第57号議案 平成19年度犬山市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

  第58号議案 平成18年度犬山市一般会計及び特別会計の決算の認定についてのうち 

         平成18年度犬山市一般会計中 

          歳 入 民生文教委員会の所管に属する歳入 

          歳 出 ２款 総務費（３項戸籍住民基本台帳費並びに５項統計 

                     調査費のうち２目人口動態調査費、３目 

                     人口動向調査費及び５目教育統計費） 

              ３款 民生費 

              ４款 衛生費（１項保健衛生費のうち１目保健衛生総務 

                     費中28節繰出金及び７目環境保全費並び 

                     に２項清掃費を除く） 

              ９款 教育費 

          並びに特別会計中 

         平成18年度犬山市国民健康保険特別会計 

         平成18年度犬山市岡部育英事業特別会計 

＋ ＋         平成18年度犬山市相馬育英事業特別会計 

         平成18年度犬山市老人保健特別会計 

         平成18年度犬山市教育振興事業特別会計 

         平成18年度犬山市介護保険特別会計 
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午前10時00分 開会 

◎水野委員長 おはようございます。ただいまの出席議員は７名全員でございます。 

定足数に達しておりますので、直ちに民生文教委員会を開会いたします。 

本委員会に付託されました案件は、付託議案一覧表に記載のとおり、第49号議案、第52号

議案、第53号議案、第57号議案及び第58号議案であります。 

議案の内容は、第49号議案 犬山市保育の実施に係る保育料及び利用料の徴収に関する

条例の一部改正について、第52号議案 平成19年度犬山市一般会計補正予算（第２号）、

第１条の第１表 歳入歳出予算補正中、歳入 民生文教委員会の所管に属する歳入、歳出 

３款民生費、４款衛生費（１項保健衛生費）、９款教育費、第53号議案 平成19年度犬山

市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、第57号議案 平成19年度犬山市介護保険特

別会計補正予算（第１号）、第58号議案 平成18年度犬山市一般会計及び特別会計の決算

の認定についてのうち、平成18年度犬山市一般会計中、歳入 民生文教委員会の所管に属

する歳入、歳出 ２款総務費（３項戸籍住民基本台帳費並びに５項統計調査費のうち２目

人口動態調査費、３目人口動向調査費及び５目教育統計費）、３款民生費、４款衛生費

（１項保健衛生費のうち１目保健衛生総務費中28節繰出金及び７目環境保全費並びに２項

清掃費を除く）、９款教育費、並びに特別会計中、平成18年度犬山市国民健康保険特別会

計、平成18年度犬山市岡部育英事業特別会計、平成18年度犬山市相馬育英事業特別会計、

平成18年度犬山市老人保健特別会計、平成18年度犬山市教育振興事業特別会計、平成18年

度犬山市介護保険特別会計、以上であります。 ＋
お諮りいたします。 

付託議案の審査の方法につきましては、１議案ごとに当局の説明を受け、その都度、質疑

を行い、全付託議案の質疑終了後、討論、採決を行いたいと思います。これにご異議ござい

ませんか。 

  〔「異議なし」の声起こる〕 

◎水野委員長 異議なしと認め、さよう決しました。 

それでは、最初に第49号議案を議題といたします。 

当局の説明を求めます。 

安藤子ども未来課長。 

◎安藤子ども未来課長 （第49号議案説明） 

◎水野委員長 説明は終わりました。 

続いて、質疑を行います。 

ご発言を求めます。 

中村委員。 

◎中村委員 今の件についてお尋ねをしたいんですが、３人目、無料になるということで、県

の補助制度を使ってやられるということですが、現在の制度による保育料無料化対象者７名

とありますが、この制度が行われる前に、それ以前に何か犬山市として、子育て支援の施策

をやってみえたのか、この点についてお尋ねしたいんですが、よろしくお願いいたします。 

◎水野委員長 安藤子ども未来課長。 
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◎安藤子ども未来課長 少子化の流れを受けまして、犬山市におきましては、平成10年度に保

育料の改正をいたしました。そのことにつきましては、今回、第３子無料化に伴う以前の問

題としまして、３人以上の兄弟姉妹が同時に保育園、幼稚園、子ども未来園に入園している

場合、年齢の高い方から数えて３人目以降の児童の保育料を無料とするものであります。今

回と違いますのは、３歳未満児が今回の対象でございますが、犬山市につきましては年齢制

限はいたしておりません。 

今回は７名の児童が対象となりますが、犬山市独自の保育料の無料化の制度におきまして

は、８名の対象者がございます。 

以上でございます。 

◎水野委員長 ほかに質疑ありませんか。 

  〔「なし」の声起こる〕 

◎水野委員長 質疑なしと認め、第49号議案の質疑を終わります。 

続いて、第52号議案を議題といたします。 

当局の説明を求めます。 

安藤子ども未来課長。 

◎安藤子ども未来課長 （第52号議案歳入説明） 

◎水野委員長 加納福祉課長。 

◎加納福祉課長 （第52号議案歳入説明） 

＋ ＋◎水野委員長 安藤子ども未来課長。 

◎安藤子ども未来課長 （第52号議案歳入説明） 

◎水野委員長 鈴木健康推進課長。 

◎鈴木健康推進課長 （第52号議案歳入説明） 

◎水野委員長 滝学校教育指導課長。 

◎滝学校教育指導課長 （第52号議案歳入説明） 

◎水野委員長 伊藤長寿社会課長。 

◎伊藤長寿社会課長 （第52号議案歳入説明） 

◎水野委員長 加納福祉課長。 

◎加納福祉課長 （第52号議案歳出説明） 

◎水野委員長 伊藤長寿社会課長。 

◎伊藤長寿社会課長 （第52号議案歳出説明） 

◎水野委員長 加納福祉課長。 

◎加納福祉課長 （第52号議案歳出説明） 

◎水野委員長 安藤子ども未来課長。 

◎安藤子ども未来課長 （第52号議案歳出説明） 

◎水野委員長 鈴木健康推進課長。 

◎鈴木健康推進課長 （第52号議案歳出説明） 

◎水野委員長 滝学校教育指導課長。 

◎滝学校教育指導課長 （第52号議案歳出説明） 
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◎水野委員長 小島学校教育庶務課長。 

◎小島学校教育庶務課長 （第52号議案歳出説明） 

◎水野委員長 落合生涯学習課長。 

◎落合生涯学習課長 （第52号議案歳出説明） 

◎水野委員長 兼松市民体育課長。 

◎兼松市民体育課長 （第52号議案歳出説明） 

◎水野委員長 以上で当局の説明は終わりました。 

続いて、質疑を行います。 

発言を求めます。 

柴山委員。 

◎柴山委員 議案質疑でも聞いたんですけど、12ページ、オストメイトなんですが、犬山市で

は福祉会館と南部公民館と、近隣の市町、どんな状況なのか、ちょっとお伺いします。 

それから、16ページ、教育費で、今回のメインとなるというか、目玉はインターホンだと

思うんですけど、これはもうインターホンを設置されて、その後、活用の仕方というのは、

各学校が、基本的には全部、行事がある以外のときは全部閉めて、必ず外部から入ってくる

人はインターホンを通して、許可を受けてから入ってくださいという、そういう使い方とい

うのは、各学校で考えていただけると思うんですが、それをお聞きしたいと思います。 

◎水野委員長 加納福祉課長。 

◎加納福祉課長 近隣市町のオストメイト、ちょっと調べさせていただきました。まず、尾東

地区の管内ぐらいですが、小牧市が４施設に７カ所ございます。江南市が５施設に５カ所、

岩倉市が１施設に１カ所、瀬戸市が４施設に４カ所、尾張旭市が２施設に２カ所、豊明市が

１施設に１カ所、日進市が３施設に５カ所、一宮市が７施設に12カ所、大口町が２施設に２

カ所、扶桑町が１施設に１カ所ということで、春日井市はないということです。 

＋

基本的には、このオストメイト自体が、内部障害者に対応するという施策なんですが、ま

だこういう施策がとられて日にちがそんなにたってないということもございまして、各市、

大体新庁舎を建設したときとか、新しい施設を建設したときにオストメイト対応をしている

というような状況でございまして、特に一宮市が７施設の12カ所ということで、かなり多か

ったんですが、これは一宮市は市民病院がございますので、４カ所あるそうです。その一番

大きいところに、１施設に５カ所ついてるような、病院として必要がある部分がありまして、

そういうようなところがございます。 

このオストメイトの対応につきましては、国の補助対象ということになってまして、50万

円まで、備品の部分は全額補助ということになりますので、各市に今後の設置の方も聞いて

みましたら、今のところ、今年度予定しているのは瀬戸市と尾張旭市と日進市、豊明市とい

う４市が今年度で、これ２年度に渡りますので、来年度予定しているところも若干あるそう

ですが、大体このような状況だということでございます。 

◎水野委員長 小島学校教育庶務課長。 

◎小島学校教育庶務課長 ただいまインターホンの設置というご質疑だったと思いますけれど

も、まず、各小・中学校２カ所設置をしたいというふうに考えております。それで、職員室
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とそれから玄関、来校者等も、なかなか職員室までわかりにくいということで、職員室と玄

関、もしくは職員室と教室の一番遠いところ、何か危険があったらということで、職員室に

通報できるようなところということで、例えば、犬山中学校ですと、一番遠い教室につける

と、これは各小・中学校で設置については２カ所ですけれども、一番効率的ないいところと

いうことを考えておりますので、各学校の要望により設置をしたいというふうに考えており

ます。 

以上です。 

◎水野委員長 柴山委員。 

◎柴山委員 オストメイトの方はわかりました。 

インターホンの使用の仕方ですけど、もうぴしっと閉めて、必ず入る人はインターホン通

して入ってもらうということかお聞きしたんですけれども。 

◎水野委員長 小島学校教育庶務課長。 

◎小島学校教育庶務課長 とりあえず、現在、防犯カメラを本年度でライオンズからいただき

ますので、４カ所の小学校には防犯カメラをつけます。それと、インターホンにつきまして

は、門というわけではなく、玄関ということで、基本的には玄関と教室、それから教室と職

員室、もしくはプールと職員室、体育館と職員室というようなことです。 

来校者の利便性及び緊急時の対応ということです。 

◎水野委員長 柴山委員。 

＋ ＋◎柴山委員 門じゃなくて、玄関まで来ちゃうわけですか。 

◎水野委員長 小島学校教育庶務課長。 

◎小島学校教育庶務課長 門ですが、いろいろ調査をしたわけですけれども、非常に障害物が

多く、例えば下のコンクリート等々を割って、線をつなげるというようなことですので、安

全面という対策については防犯カメラを期待すると。こちらはできるだけ教室の中と近辺の

対応をしたいと、それと来訪者が職員室まで、なかなか職員室まで、初めて来られた方はな

かなか行きにくいもんですから、そのあたりということで、インターホンの取付を考えてい

ます。 

以上です。 

◎水野委員長 ほかに質疑。 

中村委員。 

◎中村委員 民生の方、２点、教育の方、４点お尋ねいたします。 

まず、民生の方ですが、12ページの保育所費とこすもす園運営費なんですが、それぞれ楽

田子ども未来園の修繕、もう少し具体的にどういったところを直すのか、こすもす園のどう

いったものを直すのか、備品はどういうものを買われるのか。 

それから、教育費の方として、まず先ほど、滝課長の方から消耗品費として、パトロール

ステッカーについて、これは私が６月に質問させていただいて、いろいろ思いのあるものな

んですが、早速具体化していただいてありがとうございます。これは１種類なのか、何種類

か、デザイン、イメージ的なもので結構です。それで、何枚ぐらいつくられるのか。それで、

補正通ったとして、スケジュールとして、このステッカーが世の中にいつごろ出てくるのか
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お尋ねします。 

それから、16ページの営繕費、小・中学校費、まず上の小学校の方の営繕費573万円、ど

んな営繕をされるのか。それから、下の中学校の同じく614万円の営繕費は何に使われるの

か。 

それから最後に、17ページのテニスコートについてですが、一般質問のときに鈴木部長か

ら答弁ありましたけど、もう少し具体的に、３面から４面になるようなことをおっしゃって

みえましたけど、もう少し具体的な、テニスコートが今の状態からどう変わるのか、詳細を

教えていただきたいと思います。 

以上です。 

◎水野委員長 答弁を求めます。 

安藤子ども未来課長。 

◎安藤子ども未来課長 楽田子ども未来園の営繕工事の内容につきましてご説明いたします。 

楽田子ども未来園は昭和58年に改築し、24年が経過しております。乳児室、テラスの雨漏

り、あわせて保育室、遊戯室の床の劣化が、老朽化が進んでおります。園児が朝７時から夕

方７時までの長時間保育が実施されている園でありますけれども、子どもたちにとって、こ

のような状態の中では快適な生活が送れないということがありまして、今回の工事をお願い

するものでございます。 

内容の方といたしましては、園舎の屋上、外壁の防水工事、それから保育室、遊戯室、テ

ラスの床改修、安全対策を含めました門扉、フェンスの改修、それから温暖化に伴いまして

給食室の室内の温度がとても上がりまして、食中毒等の危険があるということがありまして、

改築に合わせて給食室のドライ化もお願いをしておりまして、給食室のドライ化、そして地

域の子育て支援の拠点となるような地域交流室の設置という内容が主なものでございます。 

＋

こすもす園の運営費、工事内容の箇所につきましてご説明させていただきます。 

こすもす園は、昭和60年に犬山市障害児通園ルーム、こすもすルームとして発足してから、

平成８年、現施設に移行しております。10年以上経過をしてるという状況でございます。 

今回の工事内容、お願いする内容につきましては、屋根の塗装工事が主なものでございま

す。それとあわせまして、備品購入でお願いしております遊戯室の天井に遊具を取りつける

補強工事をお願いしているものでありまして、工事請負費といたしましては、屋根の塗装工

事と遊戯室天井遊具の取りつけ補強工事、２点が主なものでございます。 

備品購入費といたしましては、障害を持ったお子さんの発達を促すために、感覚刺激遊具

です。円筒乗りの円盤という備品をこのたび購入させていただき、補強工事に合わせて、そ

れを天井から吊るしまして、障害を持ったお子さんが自分の感覚を研ぎ澄まして発達を促す、

そういう遊具をお願いしたいと、補正をお願いいたしました。 

以上でございます。 

◎水野委員長 滝学校教育指導課長。 

◎滝学校教育指導課長 15ページの消耗品費の関係でございますけれども、６月議会における

中村議員のご指摘は、より大きく、より目立つものを、そしてよりたくさんの協力をと。さ

らに、外国語も含めて、つくり直すべきだというようなご指摘でございましたので、現在、
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実際にステッカーをおつくりいただいております交通防犯の情報をいただきまして、業者と

ちょっと打ち合わせをいただきましたら、２種類、Ａ４版とＡ３版ですね、２種類つくる予

定であります。例えば、トラックですと、より大きなものがいいだろうということで、トラ

ック用としてＡ３を、そしてバイクなどの軽車両等についてはＡ４のものをということでご

ざいます。 

地は黄色地で、文字が黒、赤、青等、なるべく目立つような形で、まずは日本語で安全パ

トロール中と、さらには英語、スペイン語あたりで、何種類か、それぞれつくる予定です。

最後に犬山市通学路安全対策連絡協議会と文字を入れて、現在は郵便車両を中心にお願いし

ておりますけれども、例えば学校に出入りをする給食関係の運搬のトラックだとか、それか

ら教材をお届けいただくところだとか、あるいは宅配便等ですが、さらにご協力いただくと

ころを拡大していこうというふうに考えております。 

それで、議会でお認めいただいた後、すぐに発注に取りかかりまして、ほぼ１カ月もすれ

ば物が仕上がってくるというふうに考えておりますので、物が届き次第、関係機関にご協力

をお願いしに伺おうというふうに思っております。 

数はＡ４が約1,000枚、これ１枚当たり500円であります。それから、Ａ３が500枚、Ａ３

については１枚当たり800円ということで、合計1,500枚を今のところ考えております。 

以上であります。 

◎水野委員長 小島学校教育庶務課長。 

＋ ＋◎小島学校教育庶務課長 それでは、小学校費でございますけれども、まず、営繕工事は９件

ございます。小学校のインターホン設置工事を除いてです。それで、そこの説明書きに書い

てございますのは、200万円以上ということでございます。 

小学校費の中は、あと４件ございますけれども、犬山北小学校の樹木剪定工事ということ

で、130万円を予定しております。これにつきましては、小学校の南側に樹木が、非常に道

路等にはみ出しておりますので、今回、枝打ち、剪定をするものであります。 

続いて、楽田小学校、北館１階の出入り口の防水工事150万円を予定しております。これ

は北館の出入り口の屋根、防水ということで、穴があいたりしておりますので、今回、改修

をするものであります。 

それから、今井小学校の渡り廊下の屋根改修工事113万円を予定しております。これも校

舎と給食室の間の通路の屋根を改修するものであります。 

それから、犬山北小学校の排水路改修工事180万円、犬山北小学校のグラウンドからの配

水が下の側溝に来るわけですけども、現在、小学校のグラウンドの水が非常に雨が降った場

合、下へ流れるというようなことですので、排水路の改修を行うということであります。 

続きまして、中学校費であります。 

中学校費につきましては10件ありますけれども、まず東部中学校が用水管改修工事140万

円、東部中学校の用水管が老朽化しておりますので、改修を行うものであります。 

それから、犬山中学校の南舎の東側屋根の防水工事65万円、これにつきましても屋根の防

水工事でございます。 

それから、東部中学校のプールろ過剤取りかえ工事180万円、プールが昭和60年にできた
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ものでありますけれども、その後、ろ過剤が古くなっておるということで、大体ろ過剤は10

年ぐらいでかえなければいけないものですけれども、今回、老朽化のために取りかえ工事を

行うものでございます。 

それから、犬山中学校の掃除庫改修工事117万円、現在、中学校においては廊下、階段の

下に掃除用具が置いてあるんですけれども、これは消防署の方からも指摘がありまして、今

回、新たにこういう掃除庫を設置するものであります。 

城東中学校の脱履所の修繕工事82万円、これも脱履所の屋根等が老朽化しておりますので、

改修をするものであります。 

犬山中学校の避難設備修繕工事60万円、これにつきましては、避難所施設の固定金具の位

置が非常に悪いということで、緊急の場合に使えないような状況ですので、今回移動して、

新たに設置をするということであります。 

以上であります。 

◎水野委員長 兼松市民体育課長。 

◎兼松市民体育課長 山の田公園のテニスコートの関係でございますが、現在、３面で全天候

のハード型になっております。ハード型なんですが、現在地盤沈下等でクラックが発生して

いるということ、これ３面でございまして、両サイドが現在余裕が2.3メートルしかないと、

そんなことも含めまして、ソフトテニス協会等々からもお話がありまして、試合等を行う場

合、４面が望ましいということでございます。そちらにつきまして、４面のテニスコート、

人工芝に砂をまぜるわけですね、そちらの方で４面を予定して、維持管理課の方で今回設計

委託料の方で上げていただいているということで、やっていきたいというふうに考えており

ますので、よろしくお願いします。 

＋

◎水野委員長 ほかに質疑はありませんか。 

稲垣委員。 

◎稲垣委員 一般質問で、少しだけ議案質疑で聞いたんですけど、11ページの障害者の方の支

援事業、これは下から３行目の授産施設の就労支援ですけれど、授産施設の実態って、ここ

で就労してみえる方の就労実態、例えば何年ぐらい勤められるか、その実態、またここから

ちょっとなれて、一般の企業の方へ行かれるような、そういうようなことがあるか。また、

逆に企業の方からちょっと企業の方で使えなくて、こちらの授産施設の方へ戻ってみえるよ

うな、実態がもしわかれば。 

それと、これは経済環境の方になるかもわからんけども、障害者全体の数、就労したい人

はどのくらいみえるのか、その中でどのくらいが企業の方へ行って、この授産施設の方には

どのくらいの方がみえてるのか。また、授産施設へ就労を希望しとっても、枠がいっぱいで

入れないとか、そのようなことをちょっとお聞きしたい。 

それと、１６ページの教育費、小学校と中学校、中学校はそれぞれの中学校すべてが修繕

費を要望してみえるんですけど、小学校の方ですと東小学校、犬山西小学校、栗栖小学校、

池野小学校、今回修繕工事として、営繕工事の方でもないようですけど、これは学校からの

そういう要望がないのかどうか、その辺のところをお示しください。 

◎水野委員長 加納福祉課長。 
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◎加納福祉課長 今お尋ねのありました障害者就労支援奨励金の支給事業ということでござい

ますが、まずこの事業の対象になってますのが、旧の知的障害者の授産施設ということです。

市内で言いますと、ひびき作業所の本場とか分場とか、市外も若干ありまして、そういう施

設、６施設で、今対象となっておるのは76人を考えてます。 

それからあと、旧の精神障害者の通所授産施設、精神障害の方が通所して作業をしてみえ

る施設としまして、犬山市に桜桂会がやってます来果という、犬山病院の向かいにあります

が、パンなんかをつくっている作業所ですね、それがそこの授産施設としてありまして、１

カ所ですけど、ここに15人ほどの方が今、対象として考えております。 

それともう一つ、これ市内ではないんですけども、江南市に旧の精神障害者小規模授産施

設という、これは自立支援法そのものとは若干違うんですが、国の補助対象事業ということ

で、しらゆり作業所という、精神障害者の方がそこへ通って作業をされたりというところが

ございまして、こちらへ犬山市からも６人の方が行ってみえます。 

＋ ＋

ですから、今の就労という、一般就労とは違うんですが、一般就労まで至らない方が、そ

ういうところで軽作業などをやってというような、事業所としては今のところはそんなよう

なところがございまして、そこから企業へ行くかということなんですけども、まず、そこへ

通ってみえる方の状態によって大分違いまして、一番重い方になりますと、ごく簡単なゴム

のバリ取りなんかをやってみえる方が今、ひびきの方でも７人ぐらいみえまして、半日ぐら

い働いて、それは１日100円ぐらいの、本当に就労とは言いがたいようなお金なんですけれ

ども、行ってみえる方は、それを就労ととらえてみえます。 

それと、箱の組み立てなんかで、この作業所から、少し軽い方になりますと、会社の方へ

出向のような形で出かけられてやってみえる方で、８人ぐらい、そういう方がおみえになり

まして、そういった方ですと、月に２万円ぐらいの手当が出るということで、その他は大体

平均して１万5,000円ぐらいで、これは全国平均でも大体こういう、企業ではない、授産所

による就労ということになりますと、やっぱり１万5,000円ぐらいが、こういうものかなと

いうことで、企業へ行かれて、戻ってくる方というのは、精神のところでちょっと聞いたこ

とがありますが、企業の方へ行かれて、そのまま働けるという方もおみえになりましたが、

やはり行って、働いているうちに、やはりまだ少し難しいということで、また戻って、もう

一度授産所へみたりするような話も聞いております。 

そういう企業の方から仕事をいただいたり、先ほど申し上げましたように、ちょっと軽い

方ですと企業の方へ出向いてというようなことを少しずつやりながら、自立につなげるとい

うことでございますが、民間の、本当の一般就労までは至らない方が、こういうところで働

いておみえになるということでございます。 

それと、就労の実態というあれですが、これは私どもの方ではちょっとはっきりわからな

いんで、ハローワークで、商工の方の関係になるんですが、ハローワークにお聞きしました

ところ、そのハローワークの管内が３市２町、犬山市、江南市、岩倉市、大口町、扶桑町、

この３市２町がこの犬山市のハローワークの管内になるんですけれども、そういうところの

企業の中で、管内に本社がある企業で、そういう障害者を雇うように計画してみえるところ

が108カ所あるということは聞いております。ただ、まだ実雇用率が1.46程度ですので、ま
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だ達成している企業、法定雇用率を達成している企業はまだ42％程度という、その程度のお

話は私どもの方もちょっと聞いております。 

それと、私どもで障害者の基本計画を昨年度作成しまして、その前年に身体、知的、精神

の障害者の方にアンケート調査をやっておるんですけども、そういう中でアンケートにお答

えいただいた方だけではございますけども、身体障害者で一般の就労してみえる方が17％程

度、知的障害者も17％程度、精神障害者だと10％程度ということで、あと先ほど申し上げた

授産所とか作業所に行ってみえる方は身体障害者が1.8％、知的障害者が25％、精神が13％

程度という、このアンケート調査による回答ですので、あれですけども、一応、こんなよう

なところを把握しております。 

◎水野委員長 小島学校教育庶務課長。 

◎小島学校教育庶務課長 営繕の関係ですけれども、システムとして毎年、予算編成時には、

各小・中学校から要望という形で出させていただいております。それで、それを受けて予算

を要求していくということでございます。 

それと各学校で順番をつけていただきまして、まずは修繕の必要かどうかの判定をします。

それから、緊急のものにつきましては、その都度見積書と写真等をつけていただいて、私ど

も教育委員会へ出していただいているということであります。 

大体、当初の要望ですと、各小・中学校合わせまして約５億円は修繕ということで来るわ

けですけれども、この中で予算要求をしながら、緊急性の高いもの、なおかつ私の方で現地

調査をしまして予算要望していくと。今回のケースにおきましても、昨年の予算、また緊急

のものの要望がなされた中で、今回補正ということで上げさせていただいております。 
＋

また、ない小学校というようなお話がございましたけれども、遊具の補修ということで

200万円計上してございますけれども、遊具につきましては、毎月点検はしておるわけです

けれども、その中での遊具の補修の中には栗栖小学校等が入っております。 

以上でございます。 

◎水野委員長 髙間委員。 

◎髙間委員 小・中学校での営繕工事の方で、ちょっとお伺いしますけど、これは1,187万円

と、補正前で2,731万3,000円、それが3,918万3,000円、こういう大きなお金になりますけど、

その営繕費というのは各学校どれぐらい持ってみえるんですか。それは校長の裁量権でやる

のか、そういう緊急でやるんだから、そういう中で、私だったら10校の小学校とか、中学校

の４校ある中で、ある程度校長の裁量の中で早目、早目に対応するなら、こういうお金がこ

れから、大規模改修、学校をつくっていく中、余分なお金ふえてきますからね、そういう中

で、市制52年の中では、なかなか悪くはなっておりますけど、校長の裁量である程度認めて、

早目、早目の対応が私は一番いいかなと思うんですけど、そこら辺の考えをちょっと教えて

ください。 

◎水野委員長 小島学校教育庶務課長。 

◎小島学校教育庶務課長 まず、工事請負費の営繕費については、各小・中学校はございませ

ん。私どもで一括して工事を行う。それで、ご指摘の件は、修繕費だと思います。これは60

万円程度、予算の関係がありますけれども、その中で、前年等、いろいろ検討しながら、各
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小・中学校に割り振っておる現状であります。 

したがって、工事請負費につきましては、私どもの方の教育委員会の方でそういった工事

を行うということであります。 

◎水野委員長 髙間委員。 

＋ ＋

◎髙間委員 修繕費として学校で60万円ですか、それぞれ認めて、あとこういう傷んだ部分と

しては営繕費と、こういうあれですけど、傷むから営繕費、それはわかりますよ。そういう

中で、いろいろな部分をなぶっていく中、こうやっていろいろ詳細も出てますけど、新しい

あれとしては、小学校のインターホン設置、これは10校、それから中学校インターホンで４

校、こういうことで出てますので、そういう中で営繕費としてしとるんですけど、私は営繕

費でも修繕費でも、そういう中で早く対応できる、校長の裁量で、やはりそういう、もう少

し早目になぶっていく部分が結構ありますので、やはりそういうものもこれからの中で検討

していただきたいなと思います。これは学校が市制52年だから、どこもかしこも古いです。

そういう中で、新しいところでいいますと、ここら辺ですと犬山西小学校、これでも30年近

いと。そういう中でも、すぐこれ20年来ますし、あとの学校も鉄筋、鉄骨でやれば、50年、

60年というのが耐用年数なので、そういう中では、こういう羽黒小学校でも、早く新しくす

るということは、私はもう議員で出ましてからこれで９年ですけど、もうその前から、もう

11年目になりますから、つくると言うことで。そういう中では、みんなこういう営繕費が要

りますね。そういう中で、どちらかといえば、初年度でもう少し予算とって、補正でもそう

ですけど、見ると、初年度の予算の倍は今回ふえて、これ１億円幾らになってますからね、

そういうことにおいて、もう少し、まだまだこれ小学校の中でも半分しか、他も同じ状態だ

と思います。ほかのこともままならない状態だと思いますけど、なかなか財政厳しい中です

けど、そういう中で、少しでも早い目に手を尽くすと、こういうことを教育委員会の中でも

検討していただきたいと思います。 

全体として、これからの中で、こうやって営繕費にかけるわけですけど、そこら辺の部分、

部長としてどのような形で思ってみえるか、そこだけ。 

◎水野委員長 長谷川学校教育部長。 

◎長谷川学校教育部長 今、ご指摘のあったように、特にハード面、校舎の面については、全

体的に老朽化をしてるということで、先ほど課長が答弁しましたように、とにかく緊急度の

高いものからということで、修繕すると。今、各学校から上がってるのを分析しますと、大

体５億円の予算でやってほしいとうものが上がってるもんですから、まずはそれを最優先で

やっていこうということで、できるだけ早い時期にそれをまず行っていきたいというのが現

状であります。 

◎水野委員長 ほかに質疑、いいですか。 

田委員。 

◎田委員 施設の話が出ましたけども、安全をとるのか、緊急、何をとるのかという問題で、

多分関連施設が一番多いと思うんですけども、雨漏りのするところが順番の関係で、まだ待

ってるところが随分あるかと思うんですけども、雨漏りが優先になるのか、インターホンが

優先になるのかという点で、門扉なのかということで、よろしくお願いします。 
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◎水野委員長 小島学校教育庶務課長。 

◎小島学校教育庶務課長 私どもでは、まず第１優先は、雨漏りと考えております。したがっ

て、その後、緊急的に雨漏りというところで対応はしているつもりであります。 

その次に、多分、傷んでくるのは床ではないかと思うんですけども、屋根の次に床という

ようなことで、今回も楽田小学校の屋内運動場の床、こういったあたりを補正で出させてい

ただいております。 

インターホンにつきましては、議会等でもちょっとご指摘がありましたので、ぜひという

ことで、今回提案を出させていただいております。 

以上です。 

◎水野委員長 田委員。 

◎田委員 それでは、雨漏りはもうないということですか。 

◎水野委員長 小島学校教育庶務課長。 

◎小島学校教育庶務課長 雨漏りにつきましては、ないという判断をしておりますけれども、

過日の雨でまた出てきたかなと。城東中学校から報告は受けておりますけれども、またでき

るだけ対応したいと思います。 

◎水野委員長 田委員。 

◎田委員 あと体育施設関係は雨漏りはないですか。 

◎水野委員長 兼松市民体育課長。 

◎兼松市民体育課長 私どもの方の体育館ですが、体育館につきましては、現在雨漏りはござ

います。これもやっぱり、雨量によって違うんですが、実際、どこから入ってくるのかとい

うのは、本当にわからないという状況があります。体育館の屋根につきましても、全体的に

屋根から、それから横のサッシですね、等々を全部かえないと、ひょっとすると難しいだろ

うというふうに考えております。それにつきましては、何億円のお金がかかるというような

ことで考えておりますので、フロア自体まではまだ漏ってこないというようなところでござ

います。よろしくお願いします。 

＋

◎水野委員長 他に質疑はありませんか。 

  〔「なし」の声起こる〕 

◎水野委員長 質疑なしと認め、第52号議案の質疑を終わります。 

続いて、第53号議案を議題といたします。 

当局の説明を求めます。 

勝野市民課長。 

◎勝野市民課長 （第53号議案説明） 

◎水野委員長 当局の説明は終わりました。 

続いて、質疑を行います。 

発言を求めます。 

久世委員。 

◎久世委員 補正額、額がかなり大きいかと思うんですが、全く医療費の削減というのは予想

できなかったんですか。3.16％の診療報酬の削減は、少なくともかなり前の段階からわかっ
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ていたと思うんですけど。そのあたりの見解をお願いします。 

◎水野委員長 勝野市民課長。 

◎勝野市民課長 今回の補正は５年ぶりに補正をさせていただきましたが、予想に関しては、

ちょっと予想はやれなかったというか、できなかったということしか言えません。 

◎水野委員長 久世委員。 

◎久世委員 当然、こうしたことも保険料率の算定、決定に加味されていると思うんですけれ

ども、そのあたり、今回、こうしてかなり繰越金の増額が出ているが、保険料率に変更を検

討するつもりはないでしょうか。 

◎水野委員長 勝野市民課長。 

◎勝野市民課長 直接料率どうこうということまでは、ちょっと言えませんが、来年の４月か

ら始まる後期高齢者医療制度の税率等の勘案もしていかなくちゃならないかと思っておりま

すので、その辺をにらみながら検討していきたいと思います。 

◎水野委員長 ほかに質疑ありませんか。 

  〔「なし」の声起こる〕 

◎水野委員長 質疑なしと認め、第53号議案の質疑を終わります。 

続いて、第57号議案を議題といたします。 

当局の説明を求めます。 

伊藤長寿社会課長。 

＋ ＋◎伊藤長寿社会課長 （第57号議案説明） 

◎水野委員長 当局の説明は終わりました。 

続いて、質疑を行います。 

発言を求めます。 

稲垣委員。 

◎稲垣委員 10ページの５款基金積立金ですけども、これは今までどのような状況になってま

すか。現在の状況。 

◎水野委員長 伊藤長寿社会課長。 

◎伊藤長寿社会課長 基金への積み立てでありますが、毎年度、前年度の精算金によりまして、

残った部分を基金へ積み立てているわけでありますが、介護保険につきましては、事業計画

があります。その事業計画の中で残ってる基金をどのように使っていくかということを計画

していきますので、今期の中におきましても、やはり基金を取り崩して充てるというような

ことを行っています。平成18年度末では１億4,800万円ほどの基金の残高ということになっ

ております。 

◎水野委員長 ほかに質疑ありませんか。 

  〔「なし」の声起こる〕 

◎水野委員長 質疑なしと認め、第57号議案の質疑を終わります。 

続いて、第58号議案を議題といたします。 

当局の説明を求めます。 

勝野市民課長。 
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◎勝野市民課長 （第58号議案歳入説明） 

◎水野委員長 加納福祉課長。 

◎加納福祉課長 （第58号議案歳入説明） 

◎水野委員長 安藤子ども未来課長。 

◎安藤子ども未来課長 （第58号議案歳入説明） 

◎水野委員長 伊藤長寿社会課長。 

◎伊藤長寿社会課長 （第58号議案歳入説明） 

◎水野委員長 鈴木健康推進課長。 

◎鈴木健康推進課長 （第58号議案歳入説明） 

◎水野委員長 小島学校教育庶務課長。 

◎小島学校教育庶務課長 （第58号議案歳入説明） 

◎水野委員長 滝学校教育指導課長。 

◎滝学校教育指導課長 （第58号議案歳入説明） 

◎水野委員長 落合生涯学習課長。 

◎落合生涯学習課長 （第58号議案歳入説明） 

◎水野委員長 兼松市民体育課長。 

◎兼松市民体育課長 （第58号議案歳入説明） 

◎水野委員長 勝野市民課長。 

◎勝野市民課長 （第58号議案歳出説明） ＋
◎水野委員長 小島学校教育庶務課長。 

◎小島学校教育庶務課長 （第58号議案歳出説明） 

◎水野委員長 加納福祉課長。 

◎加納福祉課長 （第58号議案歳出説明） 

◎水野委員長 伊藤長寿社会課長。 

◎伊藤長寿社会課長 （第58号議案歳出説明） 

◎水野委員長 加納福祉課長。 

◎加納福祉課長 （第58号議案歳出説明） 

◎水野委員長 伊藤長寿社会課長。 

◎伊藤長寿社会課長 （第58号議案歳出説明） 

◎水野委員長 勝野市民課長。 

◎勝野市民課長 （第58号議案歳出説明） 

◎水野委員長 加納福祉課長。 

◎加納福祉課長 （第58号議案歳出説明） 

◎水野委員長 伊藤長寿社会課長。 

◎伊藤長寿社会課長 （第58号議案歳出説明） 

◎水野委員長 安藤子ども未来課長。 

◎安藤子ども未来課長 （第58号議案歳出説明） 

◎水野委員長 加納福祉課長。 
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◎加納福祉課長 （第58号議案歳出説明） 

◎水野委員長 鈴木健康推進課長。 

◎鈴木健康推進課長 （第58号議案歳出説明） 

◎水野委員長 小島学校教育庶務課長。 

◎小島学校教育庶務課長 （第58号議案歳出説明） 

◎水野委員長 滝学校教育指導課長。 

◎滝学校教育指導課長 （第58号議案歳出説明） 

◎水野委員長 落合生涯学習課長。 

◎落合生涯学習課長 （第58号議案歳出説明） 

◎水野委員長 兼松市民体育課長。 

◎兼松市民体育課長 （第58号議案歳出説明） 

◎水野委員長 特別会計。勝野市民課長。 

◎勝野市民課長 （国民健康保険特別会計説明） 

◎水野委員長 滝学校教育指導課長。 

◎滝学校教育指導課長 （岡部・相馬育英事業特別会計説明） 

◎水野委員長 勝野市民課長。 

◎勝野市民課長 （老人保健特別会計説明） 

◎水野委員長 落合生涯学習課長。 

＋ ＋◎落合生涯学習課長 （教育振興事業特別会計説明） 

◎水野委員長 伊藤長寿社会課長。 

◎伊藤長寿社会課長 （介護保険特別会計説明） 

◎水野委員長 当局の説明は終わりました。 

これより書類審査に入ります。 

午後４時まで暫時休憩いたします。 

午後０時10分 休憩 

 

 

 

再     開 

午後３時58分 開議 

◎水野委員長 休憩前に引き続き、委員会を再開いたします。 

書類審査中ですが、本日はこれまでとして、あす午後１時より再開いたします。 

午後３時 59 分 散会 
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